
※種別は講義、 実習、 演習のいずれかを 記入。

自分が進むべき コ ースが分
かっ ていて、 コ ース選択に
対し て不安がない。

興味のある コ ースの授業に
し か積極的になれず、 基本
的に授業中は積極的に参加
し ない。

全てのコ ースに対し て興味
がなく 、 技術や知識の習得
を し よ う と し ない。

到達目標
E

興味のある コ ースの授業に
し か積極的になれず、 基本
的に授業中は積極的に参加
し ない。

全てのコ ースに対し て興味
がなく 、 技術や知識の習得
を し よ う と し ない。

全てのコ ースに対し て興味
がなく 、 技術や知識の習得
を し よ う と し ない。

【 教科書】

舞台・ テレ ビ ジョ ン 照明＜基礎編＞( 日本照明家協会出版) 、 現場で役立つ舞台関係用語集ステージ・ PA・ 照明用語事典( リ ッ
ト ーミ ュ ージッ ク )

【 参考資料】

【 成績の評価方法・ 評価基準】

＊試験は授業内容の理解度を 確認する ために実施する 。
＊宿題や見学のレ ポート などを 真剣に取り 組んでいる か、 提出状況によ っ て評価する 。
＊積極的な授業参加度、 授業態度によ っ て評価する 。

Ｐ Ａ コ ースを 選択する ・ し
ない関係なし にコ ン サート
Ｐ Ａ と いう 仕事を 理解し 、
他セク ショ ン と 協働でき
る 。

Ｐ Ａ の仕事に対し て意欲的
でコ ースはほぼ決定だが、
他の仕事に対する 理解が低
い。

基礎実習ロ ーテーショ ン 中はすべてのコ ースで安全管理に努め、 知識や技術以前に安全に対する 意識の向上を 図っ ていく 。 その
他、 セク ショ ン を 問わず挨拶やコ ミ ュ ニケーショ ン ができ る こ と 、 時間を 守る こ と ができ る こ と についても 厳し く 指導し 、 音楽
業界・ イ ベン ト 業界で働く ための素質を 培っ ていく 。 ３ か月の基礎実習期間を 終了する と き にはすべての学生が進路の方向性を
定めて、 納得でき る コ ース選択ができ る よ う にする 。 また２ 年生の就職活動の際に就職先の視野を 広げる こ と も 大事な到達目標
である 。

【 到達目標】

・ Ａ [ 制作] ： コ ン サート が企画さ れてから 本番当日を 迎える までの流れについて
・ Ｂ [ 企画] ： 新商品発表イ ベン ト を 想定し て台本を 作成、 イ ベン ト のシミ ュ レ ーショ ン まで
・ Ｃ [ 舞台] ： 舞台監督、 大道具を 基軸に、 様々な舞台の構成要素と なる も のの学習と 実践
・ Ｄ [ 照明] ： 機材セッ ティ ン グを 実際に行い、 吊り 物に関する 安全管理と 照明の仕事について学ぶ
・ Ｅ [ Ｐ Ａ ] ： 機材セッ ティ ン グを 実際に行い、 安全管理と 音の信号の流れと 操作を 学ぶ

【 授業の注意点】

失敗する 事が問題ではなく 、 分から ない事を そのままにし ておく 事が問題の為、 自ら 積極的に授業に参加し コ ミ ュ ニケーショ ン
も 重視する 。 厳し く 対応する 。 理由のない遅刻や欠席は認めない。 ( 遅刻・ 欠席の場合、 授業開始15分前までに必ず教員室に連
絡を 入れる 事。 ) ただし 、 授業時数の４ 分の３ 以上出席し ない者は評価し ない。

評価基準＝ルーブリ ッ ク

ルーブリ ッ ク
評価

レ ベル５ レ ベル４ レ ベル３ レ ベル2 レ ベル１

要努力

担当教員 小山慶・ 島立麦人・ 森岡重樹・ 小峰建・ 吉野雄一郎・ 嶋田円歌 教員の実務経験 有 実務経験の職種 音楽・ イ ベント 系企業

【 科目の目的】

入学から ３ か月間は「 基礎実習期間」 と 定め、 ５ コ ース（ コ ン サート 制作、 イ ベン ト 企画、 コ ン サート Ｐ Ａ 、 コ ン サート 照明、
コ ン サート 舞台） すべての基礎知識を 学ぶ期間と する 。 コ ース選択は夏ごろ を 予定し ており 、 それまでの間に各コ ースの内容＋
αと し て特別講義を 設け、 それぞれ３ 回ずつの実習の機会を 設ける 。

【 科目の概要】

科目名 コ ンサート プロダク ト １  [ 基礎実習] 年度 2024

Concer t  Pr oduct -1 [ Basi c Tr ai ni ng] 学期 前期

単位数 8 種別※ 実習

英語科目名

学科・ 学年 コ ンサート ・ イ ベント 科照明コ ース １ 年次 必／選 必 時間数 240

ふつう あと 少し

自分が進むべき コ ースが分
かっ ていて、 コ ース選択に
対し て不安がない。

興味のある コ ースの授業に
し か積極的になれず、 基本
的に授業中は積極的に参加
し ない。

全てのコ ースに対し て興味
がなく 、 技術や知識の習得
を し よ う と し ない。

自分が進むべき コ ースが分
かっ ていて、 コ ース選択に
対し て不安がない。

興味のある コ ースの授業に
し か積極的になれず、 基本
的に授業中は積極的に参加
し ない。

全てのコ ースに対し て興味
がなく 、 技術や知識の習得
を し よ う と し ない。

優れている よ い

到達目標
A

制作コ ースを 選択する ・ し
ない関係なし にコ ン サート
制作と いう 仕事を 理解し 、
他セク ショ ン と 協働でき
る 。

制作の仕事に対し て意欲的
でコ ースはほぼ決定だが、
他の仕事に対する 理解が低
い。

企画コ ースを 選択する ・ し
ない関係なし にイ ベン ト 企
画と いう 仕事を 理解し 、 他
セク ショ ン と 協働でき る 。

企画の仕事に対し て意欲的
でコ ースはほぼ決定だが、
他の仕事に対する 理解が低
い。

到達目標
B

到達目標
C

舞台コ ースを 選択する ・ し
ない関係なし にコ ン サート
舞台と いう 仕事を 理解し 、
他セク ショ ン と 協働でき
る 。

舞台の仕事に対し て意欲的
でコ ースはほぼ決定だが、
他の仕事に対する 理解が低
い。

自分が進むべき コ ースが分
かっ ていて、 コ ース選択に
対し て不安がない。

到達目標
D

照明コ ースを 選択する ・ し
ない関係なし にコ ン サート
照明と いう 仕事を 理解し 、
他セク ショ ン と 協働でき
る 。

照明の仕事に対し て意欲的
でコ ースはほぼ決定だが、
他の仕事に対する 理解が低
い。

自分が進むべき コ ースが分
かっ ていて、 コ ース選択に
対し て不安がない。

興味のある コ ースの授業に
し か積極的になれず、 基本
的に授業中は積極的に参加
し ない。
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自己評価： S： と ても よ く でき た、 A： よ く でき た、 B： でき た、 C： 少し でき なかっ た、 D： まっ たく でき なかっ た

備考 等

2

2実地見学

レ ポート 提出

ド ラ ムの組み方

図面通り にバミ リ と 山台と 吊り も のを 仕込む

コ ン サート 音響の仕事について理解する

2

現地を 見学する

見学レ ポート を 作成し て提出

2

現場の実例を 元に仕事内容を 紹介

ド ラ ムセッ ト の仕組みを 理解し セッ ト する

アン プの種類・ 特性を 理解する

施設概要を 理解する

舞台美術

舞台の仕込み

Ｐ Ａ と は

機材について

フ ェ ーダーワーク

照明と は

機材について

使用機材のセッ ティ ン グについて

機材の操作について

使用する 機材・ 色について

演出について

楽器の仕事と は

コ ン サート の作ら れ方

2当日のコ ン サート 運営の行い方について

プロ モーショ ン において大切なこ と

15 特別講義 業界相関図

評価方法： 1. 小テスト 、 2. パフ ォ ーマン ス評価、 3. その他

2どの企業がどの職務を 担っ ている のか

企業間の関係性を 理解する

様々な用途に対応する 会場について

宴会場・ バン ケッ ト と は

コ ン サート 以外での技術の仕事について

仕事の受注から 本番までの流れについて

イ ベン ト 会社はどんな会社、 について

2

2

特別講義
イ ベン ト
プロ デュ ーサー

フ リ ーラ ン ス

企業について

それら の仕事

関係性を 理解する

受注から 打ち 合わせ、 プラ ン ニン グについて

フ リ ーで仕事を する と いう こ と について

業界を 取り 巻く 企業について

実際の仕事の流れ

ホテルと は

音響・ 照明

営業周り について

9

10 特別講義 電飾・ 特殊効果

11 特別講義 映像

12 特別講義
ブラ イ ダル
プラ ン ナー

13 特別講義
ホテル
オペレ ーショ ン

オペレ ーショ ン

映像と は

コ ン テン ツ 制作

電飾で用いら れる 機材と 操作について

実際に機材に触れて操作を 行っ てみる

施工と 本番

婚礼と は

プラ ン ニン グ

各会場について

施設概要

施設概要

実地見学

実地見学

レ ポート 提出

14

施設見学 横浜アリ ーナ 2

2

2

2

イ ベン ト 会社と は

現地を 見学する

見学レ ポート を 作成し て提出

電飾の仕事を 理解する

レ ポート 提出

電飾と は

機材について

結婚式・ 披露宴と は

ブラ イ ダルプラ ン ナーの仕事と は

学校で用いる 照明機材各種について

ピ ン スポッ ト 等と 合わせ演出を 行う

6
楽器
テク ニシャ ン

基礎実習

7 施設見学 KT Zepp Yokohama

見学レ ポート を 作成し て提出

施設概要を 理解する

8 施設見学 Zepp Haneda

施設概要を 理解する

コ ン サート
照明

基礎実習

映像の様々な種類の仕事や業務を 理解する

ク ラ イ アン ト の演出意図に沿っ た制作と は？

進化する 映像の使われ方に沿っ た施工や本番

5

アン プを 理解する

施設概要

年度 2024

Concer t  Pr oduct -1 [ Basi c Tr ai ni ng] 学期 前期

授業内容

制作と は

2現地を 見学する

運営と は 当日のイ ベン ト 運営の行い方について

舞台監督 舞台監督と いう 仕事について

2箱馬と 平台で山台を 作る 、 ロ ープワーク

基礎実習

企画と は どのよ う に企画が生まれる のか

楽屋と は 楽屋のセッ ティ ン グについて

2

3
コ ン サート
舞台

基礎実習

4

科目名 コ ン サート プロ ダク ト １  [ 基礎実習]

2
イ ベン ト
企画

コ ン サート
Ｐ Ａ

基礎実習

英語表記

授業テーマ 各授業の目的 到達目標＝修得する スキル

1
コ ン サート
制作

基礎実習 運営と は

宣伝と は


	コンサートプロダクト１基礎実習

